
石巻小学校 第１回学習会６月２６日金曜日 

《講話》子どもを取り巻くネット社会について 

《講師》石巻警察署生活安全課 熊谷 由佳 氏 

《受講生感想》 

◎SNS は便利な反面、使い方を間違えるととんでもない事件に巻き込まれてしまう怖

さを学んだ。それだけでなく、スマホ依存の怖さも知った。情報がありすぎてどの情

報を信じたらよいのか大人でも迷う事がある。正しい使い方を親子で今一度確認し

ようと思うよい機会になった。 

◎小学生のうちに基本的なことを知っておくことは大切だと思います。 石小の場合

は、ルールを決めている家庭も多いようなので、もっと各家庭に答えていただくとや

りすぎている家庭の子ども自身がそのことを実感しやすいように感じました。また、

オンラインゲームの話題も出ていたので、子どもがやっているゲームを聞いて、その

ゲームの対象年齢の確認も話していただくとより良いと思いました。 

北村小学校 第１回学習会 6月２６日金曜日 

《講話》情報モラル教室 

《講師》石巻警察署生活安全課 石黒 満里奈 氏 

《受講生感想》 

◎スマホの使い方を親子で再確認する時間となりとても 

よかったです。 家族だけで話し合うには限界があるので、第三者で、警察の方にお

話いただく場はとても貴重でした。また、お父さんも一緒に聞くことができ、家族み

んなで改めて見直す時間になると思います。ありがとうございました。 

◎とても良いお話を聞けました。親から子供に話すよりも、このような形で子供達向け

に話をされると分かりやすく、子供達の耳に入ると思います。 講師の先生も、話し

方がとても上手で素晴らしかったです。このような機会があって本当に良かったと

思います。 

過去の「家庭教育学級だより」も公開しています。どうぞご覧ください 

◎石巻市教育委員会 生涯学習課「家庭教育学級」HP 

＜ＵＲＬ：https://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0010/d0070/d0007/d0070/index.html＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石巻市教育委員会 生涯学習課 

 

令和 8年７月 9日 第３号 

家庭教育学級だより 
 

https://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0010/d0070/d0007/d0070/index.html


鮎川小学校 第１学習会 6月２６日金曜日 

《講話》「やめるにやめられない(依存)」と心身の影響 

《講師》スクールカウンセラー 大西 守 氏 

《受講生感想》 

◎今回はゲーム依存について、親子一緒に講話を聞きました。子供だけでなく、親も一

緒に聞くことで、家庭でのルール作りや意識の変容のきっかけになってくれればと

思います。保護者からもメディアコントロールをする上での声掛けの仕方に悩まれ

ていたので、この話題を取り上げていただいたのでとてもタイムリーでした。 

◎ちょうどメディアコントロールの週の後で、目標がなかなか達成できなかった反省

があったので、より考える機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カトリック幼稚園 第１回学習会６月２６日金曜日 

《講話と実技》ネイルケア・爪のお手入れ 

《講師》プライベートネイルサロン＆スクール eclat 植木 寛絵 氏 

《受講生感想》 

◎ネイルケア講座は束の間の癒しの時間となりました。なかなか爪のケアまで手が回

らないのが現状ですが、今日の講座でピカピカになった爪を見て嬉しく思ったので

今日からケアを頑張りたいです。 ありがとうございました。 

◎爪を手入れする（みる）ことで、精神的な癒し効果もあるなど、意外な効果も知れて

興味が湧きました。 爪の悩みなども聞いていただけて、とても助かりました。 あり

がとうございました。 

雄勝小学校・雄勝中学校第１回合同学習会６月２６日金曜日 

《実技》AED使用を含む心肺蘇生法について 

《講師》河北消防署雄勝出張所 鈴木 敦氏 

《受講生感想》 

◎実際に心肺蘇生やAEDをしてみてとてもドキドキして緊張しました。これが実際に

倒れている人に行うと思ったら、焦ってしまうだろうなと思います。そのために、今

日のように実践を通して、正しい知識やスキルを身に付けて、その場面の対応につい

て知っておくことがとても大事であると今日の研修を通して実感しました。自分の

心構えとしても今日はすごく貴重な時間でした。 

◎救急救命の現場は時と場合を選ばないため、より多くの人が習得すべきことだと思

いました。一刻を争う場面に遭遇した時、速やかな対応が出来るようにしっかりと今

日の実技を活かしたいです。 


